
1

工藤 勇一

社会の変化とこれからの学校教育

〜 主体性と当事者性 〜

1

生きる力

変化の激しい現代やこれからの時代を

生き抜くために必要な能力や資質

2

これらは日本特有の問題！

不登校34万人超

いじめ問題

自死529人

教員の過重労働問題

3

2024.10.21付
日本経済新聞 朝刊から

4

日本の学校教育が国連に指摘されていること

1. 過度な競争と圧力

2. 画一的な教育と批判的思考力の欠如

3. 生徒への多様性への対応不足

4. 教師の負担へのサポートの不足

5

若者の「国や社会に対する意識」

日本財団「18歳意識調査」から 2019.11

当事者意識の欠如

6

内閣府 2019年版「子ども・若者白書」から

低い自己肯定感

7

ユニセフ報告書「レポートカード16」から 2020.9

低い幸福度

8

日本の教育は

生きる力を失い続けている！
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当事者性

自己肯定感幸福度

主体性

10

主体性は

生まれた時から全員がもっている

11

主体性を失い

自分も他人も嫌いになる
不幸な気持ちになる

手をかければかけるほど

自律できなくなり

自分がうまくいかないことを

誰かのせいにするようになる

12

仲良くさせなきゃと意識し過ぎて

当事者性を奪っている

13

「主体性」と「自主性」は違う

14

自己決定

15

自己決定がなければ変わりはない！

甘やかす教育

手をかける教育

厳しい教育

放任の教育or

or

16

人のせいにする子が育つ

自己決定がなければ

17

いつまでも勘違いをしている場合じゃない

18
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先の見通せない時代に

科学技術の急激な進展

不安定な国際情勢

深刻な気候変動

貧困・食料問題

19

日本は？

失われた30年・・・

20

ビッグマックの価格

【2023年1月時点】
1位 スイス 944円
6位 アメリカ 697円
8位 オーストラリア 665円

23位 ブラジル 578円
25位 メキシコ 546円
30位 韓国 516円
31位 タイ 507円
36位 中国 460円
41位 日本 410円
43位 ベトナム 399円
54位 インドネシア 306円

※ 2000年の時点では日本は5位だった。

賃金が上がらない

21

株式時価総額ランキング

【1989年】
世界上位２０社中の日本企業数 １４社

（１位 NTT ２位 日本興業銀行 ３位 住友銀行）

世界上位５０社中の日本企業数 ３２社
（１１位 トヨタ）

【2024年】

世界上位２０社中の日本企業数 ０社
（1位 アップル ２位 マイクロソフト 3位 サウジアラムコ）

世界上位５０社中の日本企業数 １社

ダイヤモンド社資料から

低迷する経済
今や一人当たりのGDPは38位

22

急激な人口減少問題

2004年以降急激な人口減少と高齢化

出生数70万人

自
主
性
・
同
質
性
の
時
代

主
体
性
・
多
様
性
の
時
代

23

急激な人口減少問題

2004年以降急激な人口減少と高齢化

出生数70万人

自
主
性
・
同
質
性
の
時
代

主
体
性
・
多
様
性
の
時
代

社会構造が激変する時代

24

自分の頭で考える人材が必要

しかしながら…

25

目的 自律した生徒を

育成する

手段 基礎学力を

  身につけさせる

生きる力

知 育徳育 体育

確かな学力豊かな人間性 体力・健康

26

目的 自律した生徒を

育成する

目的 基礎学力を

  身につけさせる

知 育徳育 体育

確かな学力豊かな人間性 体力・健康

手段の目的化

生きる力

生きる力を失っては本末転倒だ

中学3年時点では世界トップクラス！

27
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宿題（20問）

１ ○

２ ○

３ ○

４ ○

５ ○

６ ○

７ ○

８ ○

９ ○

10      〇

1１ ○

1２ ○

1３ 〇

1４ ○

1５ ○

1６ ○

1７ ○

1８ × → 〇

1９ × → 〇

20       〇

宿題は主体性を失わせる象徴的なもの

28

１ ○

２ ○

３ ○

４ ○

５ ○

６ ○

７ ○

８ ○

９ ○

10      〇

1１ ○

1２ ○

1３ 〇

1４ ○

1５ ○

1６ ○

1７ ○

1８ × → 〇

1９ × → 〇

20       〇

「×」→「〇」の努力をしなければ

たくさんの時間だけが奪われ
学力は何も変わってない

29

勉強は学校の授業で集中するようにして、家では
試験前であろうと、なるべく勉強をしないように
していました（藤井聡太）

主体性とは

30

OECD加盟38カ国中28位
（1970年以降最低）

参考(公財)日本生産性本部「労働生産性の国際比較2021」

低い生産性

労働生産性が上がらない原因は
学校教育の時点で出来上がっている

31

1. 何を教えて（カリキュラム）

2. どう教えるか（教え方）

明治維新から１５０年間も
教師側の立場から教育を考えてきた

32

規律・集団行動重視（小１プロブレム?）

発達特性への対応

33

一斉授業型

学びの主体は子ども自身

34

1. 何を学んで（カリキュラム）

2. どう学ぶか （学び方）

これからの時代は
学ぶ側の立場から教育を考えていく

35

聴覚優位？ 視覚優位？

36
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五
年
生
男
児
の
ノ
(
ト

ディスレクシア
（読み書き障害）

37

五
年
生
男
児
の
ノ
(
ト

Ｐ
Ｃ 

利
用
.
数
日
後
2

38

五
年
生
男
児
の
ノ
(
ト

Ｐ
Ｃ 

利
用
.
半
年
後
2

39

学び方 ＝ 将来の働くスタイルに

40

主体的に問題解決（対話的な学び合い）

「教える」から「学ぶ」へ

41

押し付けられた学び方は

子どもの可能性を奪う

自分に合った学び方は
子ども自身が決める！

42

これからの時代に求められる力
（非認知スキル）

43

コンピテンシー

その後の人生で

何度も再現できる能力

44

主体性

当事者性

創造性

【 個 人 の W ell-Be ing】

人が社会の中で

よりよく生きていく

【 社 会 の W ell-Be ing 】

よりよい(持続可能な)

社会をつくる

45
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主体性

当事者性

創造性

自ら考え、判断し、決定し、行動する

多様性を尊重し、対話を通して対立・

ジレンマを解決する

問題を解決するために情報や技術等を

活用し、新たな価値を生み出す

３つの主要なコンピテンシー

46

目標の実現に向けて、見通しを持って計画的に実行する （PDCA）
自らの思考・行動を適切に理解し、調整・工夫する （メタ認知能力）
自らの感情と言動をコントロールする （セルフコントロール）

考え方の違いを他者の立場に立って理解し尊重する （エンパシー）
対話を通して他者との共通の目的を見つけ出す （パブリックリレーションズ）

共通の目的の実現のために他者と協働する （コラボレーション）

課題に対して問いや仮説を立て、科学的に解決する （サイエンスリテラシー）
本質を見極めるために自分や他者の考えを吟味する（クリティカルシンキング）
信頼できる情報を収集・吟味し、適切に活用する （情報リテラシー）

【主体性】

【当事者性】

【創造性】

具体の９つのコンピテンシー

47

当事者性主体性

（PDCA）

（メタ認知能力）
（セルフコントロール）

（エンパシー）

（パブリックリレーションズ）
（コラボレーション）

48

自分をコントロールする力
（主体性）

49

脳神経科学

50

感情の規制

不適切な行動の制御

思考と注意

前頭前野

資料 Dancing E instein 青砥瑞人氏

51

主体性を育てるのは難しい！

心理的安全性が大事！

①自己決定できる環境

②メタ認知能力を向上
（自らをコントロールする力）

52

心理的安全性が大切

① 自己決定できているか

（失敗が許される環境）

53

自己決定

心理的安全性

自己肯定感

54
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nどうしたの？

n君はどうしたいの？

n何を支援してほしいの？

疑問形で・・・

自己決定を促す３つの言葉！

脱！命令形

55

n結果をほめると

l 自分には能力がないとあきらめる

nプロセスをほめれば
l 工夫が足りなかったと努力する

ほめるなら・・・

56

心理的安全性が大切

② 自分の脳を
コントロールできるか！

（メタ認知能力）

57

残念ながら

人間は

自分の脳を

コントロールすることが

難しい

58

パターン化

90%

59 60

繰り返した行動によって

パターンが作られ

そのパターンが

自分を動かしている

61

固定化してしまった

自分のパターンを

自分の力で

変える力をもてばよい

62

【脳のパターンを書き換え】

繰り返すための

「しかけ」が大切

ルーティン

63
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引用「一流の達成力」

原田隆史・柴山健太郎共著
（フォレスト出版）

64

自分を見つめ

自分だけの

しかけを作る！

例えば・・・

忘れない工夫

思い出す工夫

65 66

メタ認知能力とは

反省することじゃない

自分の「取り扱い説明書」を

作って実行する力

67

対立を対話で解決する力
（当事者性）

68

多様性
（ダイバーシティ）

69

みんな違っている

70

日本の学校では人間関係で解決しようとしがち

仲良しにならなくてもいい！

71

パブリックリレーションズ

共通の目的を見つけ出し、合意する
（全員がOK）

72
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対立

73

上位概念
（より大事なもの）

合意

74

当事者はこの２人

75

感情

考え方

利害

76

A君 B君

君たちが殴り合いを始めたら、

先生たちは殴り合いを止めに入ることは

できるけど、

殴り合いが起こらないようにすることは

できないよ。

77

A君 B君

平穏な生活（平和）は
誰かが与えてくれるものじゃない

78

A君 B君

大人の役割は誘導

共通目的「平和」で合意する

自己修正自己修正

79

A君 B君

平和を実現するためのアイデアを出し合う

大人の役割は証人

合意

80

教室で行われている勘違い 

81
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「みんな仲良く」の勘違い

（心ひとつに）

分離教育

82

仲良くできない子を

非難する

差別する

排除する

分離教育

83

人はね。
仲良くすることは

簡単ではないんだよ。
でも

仲良くできるように

なったら
素敵だね。

インクルーシブ教育へ

84

「多数決」の勘違い

85

それはマイノリティ（少数派）を

切り捨てること！

86

一人残らず「いいね」と

言える答えを見つけよう！

87

民主主義とは

他人の自由を侵害しない範囲で、自分の自由が認められる社会

88 89

国会議員の女性議員の割合 （内閣府資料から）

90
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人類の起源 20万年前（一説）

DNA

ボツワナ

91

１００００年前 ２０００年前 現在

１００年前

55００年前
メ ソ ポ タ ミ ア

1914年〜1918年 第一次世界大戦

1939年〜1945年 第二次世界大戦

1948年 国際連合 世界人権宣言

人類はここ100年急激に成長している

92

歴史観・世界観が大切

世界も日本もこれから！

93

自律した子どもたちが社会を成熟させていく

94


